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Ｐ２５  文字式の利用 

（Ｐ２５はやらない方がよいと考える。例題１をいきなりやった方がすっきりする） 

 

Ｐ２６ 文字式の利用 

例題１  「例題１を読んでください」 

 

何か二桁の整数を言ってもらう。問題の通りやってみると・・・ 

 

・６３＋３６＝９９＝１１×９ 

 

・２８＋８２＝１１０＝１１×１０ 

 

・１６＋６１＝７７＝１１×７ 

 

・９５＋５９＝１５４＝１１×１４ 

 

（２桁の整数）と（その十の位と一の位の数を入れ替えてできる数）の和は１１の倍数 

になる。 

このことを説明できるんです。 

 

そもそも 二桁の整数とは  ６３＝１０×６＋３ 

            十  一 

 ａ  ｂ  ＝１０ａ＋ｂ 

 

          入れ替えると 

            十  一                  

 ｂ  ａ  ＝１０ｂ＋ａ    

                                    

 

 

 

 

                                １１×（ａ＋ｂ） 

 

                                       整数＋整数は整数 なのでこれは１１の倍数 

 

          さらに 赤で囲んだ数を見て気がつくことはありませんか？ 

 

          「初めに出てきた整数をたした数である」  ａ＋ｂ 

 

１０ａ＋ｂ ＋ １０ｂ＋ａ ＝１０ａ＋ｂ＋１０ｂ＋ａ＝１１ａ＋１１ｂ

＝１１ ａ＋ｂ
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  今度はひいてみよう。負の数にはならないようにしてほしい。 

 

（２桁の整数）と（その十の位と一の位の数を入れ替えてできる数）の差は 

 

 ・６３－３６＝２７＝９×３ 

 

 ・９５－５９＝３６＝９×４ 

 

 ・８６－６８＝１８＝９×２                       いつも９の倍数になる 

 

 

 

 

                                ９×（ａ－ｂ） 

 

                                       整数－整数は整数 なのでこれは１１の倍数 

 

 

□偶数と奇数 

（ひろげようはやらないほうがよい。ややこしくなる） 

 

Ｐ２８ 例１ 「例１を読んでください」 

 

 偶数＋奇数＝奇数 

 

（偶数と奇数を適当に言ってもらう） 

 

・２＋３＝５ 

・８＋５＝１３ 

・６＋１５＝２１ 

 

このことをも次式で説明できます。 

 

そもそも 偶数とは・・・２の倍数→２×整数→２ｎ 

 

          奇数とは・・・２でわると１余る数→２の倍数より１大きい→２ｍ＋１ 

 

 

                                     ｎ＋ｍは整数だから２×整数＋１なので 

                                     これは奇数である 

１０ａ＋ｂ － １０ｂ＋ａ ＝１０ａ＋ｂ－１０ｂ－ａ＝９ａ＋９ｂ

＝９ ａ－ｂ

２ｎ＋ ２ｍ＋１ ＝２ｎ＋２ｍ＋１＝２ ｎ＋ｍ ＋１
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問２  奇数＋奇数＝偶数 

 

     一つの奇数は  ２ｎ＋１ 

 

    もう一つの奇数は ２ｍ＋１ 

 

 

 

 

                                     ｎ＋ｍ＋１は整数なのでこれは２×整数 

                                     だから偶数である 

２ｎ＋１ ＋ ２ｍ＋１ ＝２ｎ＋２ｍ＋２

＝２ ｎ＋ｍ＋１


